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は しカミき

近年、 遺伝 子改変動 物を用 いた研究が盛んに行われるようになり、
心臓病変 を有 する動物 も数 多く 作成 されて いる。 これ ら動物 の心機

能や血行動態 を生体 で検討する試み か進ん でいるカミ、 小動物、 特に

マ ウスでは未 だその レベル は非常 に像い。 遺伝子 改変動物 の申でマ

ウスの 占める割 合は非 常に大きく、 マウスの生 体での 心臓形 態、 心

機能を評価する 方法の 開発カミ現在強く 求め られて いる。 マ ウス用 に

開発された機材 は乏 しく ヒ トでの医療機 器を転用 しているた め、 非

常に体の小さいマ ウス ではその精度 に隈界があり、 評価に値 する デ
ータ を得ること は難 しかっ た。 しか し、 近年の機 器の技術革 新は目

覚ま しく、 マウス 成獣 は検査可能な対象 となりっつ あり、 安 定した

心機 能評価 方法 を確立す ることは、 これ からの実 験医学に必 要不 可

欠 であ る。
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，
Ｎ・・）Ｌ・ｎ９－ｔ・・伽Ｒ。。 砒 。 。ｆｔｈ． Ｄ．ｕｂ１．

Ｓｗｉｔｃｈ Ｏｐｅｒａｔｉｏ狐 ｆ◎τ Ｃ０ｆｒｅｃｔｅｄ Ｔｒａｎｓｐｏｓｉｔｉ◎Ω ｏｆ ｔｈｅ Ｇｒｅａｔ Ａｒ１：ｅｒｉｅｓ、



Ａ独ｅ亙ｉｃａｎ Ｈｅａｒｔ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，
ＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＳｅｓｓｉｏ恥．

Ｃｉ茨ｃ似１ａｔｉｏｎ 王１２

（１７）Ｓ皿ｐｐ１：６８１，
Ｄａ１１８ｓ，

ＯＳＡ

藤 電 修 平，高 橋
一 浩，富松 宏 文，申 澤 誠 （２００５，１１） フ ォ ンタ ン 術後 患 者

に お け る ぺ 一 ス メ ー カ 治 療． 第 １０回 胃 本 小 児 心 電 学 研 究 会，
胃 小児 循 環

器 会 誌 ４１４９８、 新 潟

小 久 保 博 樹、宮川・當 閏幸 予、欄 賀 祐 美 子 （２００δ 年 １２月 ７・１０ 員） ｈｅｓ虹

と ｈ 鮒 ２ の 心 臓 ｃｈａ㎜ｂｅ疋 虹 蝸ｔｉｏ皿 にお ける 役 割． 第 ２８ 回 目 本 分子 生

物 学 会、 講 演 要 旨 集 ３Ｐ・０７１３、 福 岡

北 嶋 聡、 Ｆｉｓｈ㎜ 鋤 ＧＩヨ 箆 里 圭 圭、
井 上 達、 管 野 純、

相 賀 祐 美 子

（２００５ 年 １２月 ７’１０ 冒） 転 写 因 子 班ｅｓｐ１ 非 発 現 綱 胞 は マ ウス 刺 激 伝 導

系 細 胞 に 寄 与 す る。 第 ２８ 回 冒 本 分 子 生物 学 会、 講 演 要 旨 集 ３Ｐ・０６５５、 福

岡

池 囲 亜 希，申 西 敏 雄，
當 松宏 文，山 村 英 司，森 善 樹，石 井 徹 子，申 澤 誠，

新岡俊 治，黒澤博身 （２００６，１） 修正大血管転移症における心内修復術後

の長期予後、 第８回胃本成人先天性心疾患研究会， 目小児循環器会誌

蝸 ８遂、
東 京

酉 田 純 子，高 橋 一 渚，看 井 徹子，山
村 英 司，富 松宏 文，森 善 樹，中 西敏 雄

（２００６，１） 原 因 不 明 の 不整 脈 と左 心 不 全 を き た し、 急 激 な 経 遇 を た どっ た

新 生 児 の 一 例、 第１５回 関東 小 捉 心 筋 疾 患 研 究会 抄 録 集、 １４，東 京

奥 村 謙 一，當松 宏 文，申西 敏 雄，
申澤 誠、中

倉 兵 庫，服 部 元 文 （２００６，辺） 小

児腎移植患者 における血管内皮機能の検討、 第１０９回目本小児科学会，

１１０ ：３１９，
金 涙

藤 雷 修 平，高 橋
一 浩，鈴 木 嗣 敏，當 松 宏 文，

申澤 誠，
（２００６，４） フ ォ ン タ ン

手 術 患 者 に お け る ぺ 一ス メ ー カ 治 療． 第１０９回 目 本 小 児 科 学 会 五１０（２）：

２４６， 金 択

Ｋｏ 鮎 ｏ Ｈ，
附 ｙａｇａ欄 一丁㎝ｉｔａ Ｓ，

Ｓａｇａ Ｙ （２００６，
Ｍａｙ 王１－１３） 加 ８ｒｌ ａ舳

加８τ２ ｒｅｇ岨 誠 ｅ ａむｉｏｙｅρ拉ｉｃ岨 跡 ｂ◎むｎｄａｒｙ ｆｏ獅ａｔｉｏな ｉｎ ｔｈｅ 鰯ｏ蝸ｅ



ｈ・ 航 ． １２
榊 ・ｉ・・ｔ・ｉ・ 晦 ｄｉ・蝸・㎝１砒 Ｍ・・ｔｉ㎎，

Ｇ７２
，
７０－７１
，
Ｔ・㎜ｐ・、

脱
，

びＳＡ

富 松 宏 文，石 井 徹子，申西 敏 雄，串 澤 誠 （２００６，５） 血流 パタ ー ン の 経 時

的 変 化 を 認 め た 宥 冠動 脈 肺 動 脈 起 始 症 の 一 例． 超 音 波医 学 ３３ Ｓ岬ｐ１：

Ｓ３４７， 犬 阪

吉 岡 朋 子
，
営 川・當 閏 幸 子 （２００６，

Ｍａｙ３１・Ｊｕ皿ｅ３） 鶏 胚 心 の 流 出 路 に お け

る ア ポ ト ー シ ス． 第３９回 目 本 発 生 生 物 学 会、 ２Ｐ０２８，
２０７
，
広 島．

藤 囲 修 平，高 橋
一 浩，申 澤 誠，鈴 木 嗣 敏，當 松 宏 文，申西 敏 雄（２００６，７

）不

整 脈の治療 先天性心疾患患者におけるぺ一スメーカ治療． 第４２回冒本

小児 循 環 器 学 会、２２（３）：２５１，名
古 屋

沌 固 亜 希，申 西 敏 雄，篠 原 徳 子，石 井 徹 子，當 松 宏 文，山 村英 司，森 善 樹，

新岡 俊 治，黒 澤 博 身，
申 澤 誠 （２００６，７

） 当 院 に お け る 修正 大 血 管 転 移 症

の 治療 と 予 後． 第４２回 目 本 小 泥循 環 器 学 会，２２（３）：２７５，名 古 屋

申 島 多 英，申 西 敏 雄，看 井 徹 子，當 松宏 文，山 村 英 司，森 善樹，中 澤 誠，

（２００６，７） 無脾症侯灘患者における重症感染症と感染による突然宛の頻

度． 第逐２回 胃 本 小 児 循 環 器 学 会，２２（３）：３４１，名 古 屋

西 閏 純 子，中 西 敏 雄，山
村 英 司，

篠 原 徳 子，石 井 徹 子，當松 宏 文，森 善 樹，

新 岡 俊 治，黒 澤 博 身，申 澤 誠 （２００６ラ７） Ｆｏｎｔａｎ術 後遠 隔期 に お け る

ｆａｉ王ｉ㎎ Ｆｏ就 醐 の 頻 度． 第４２回 目 本 小 児 循 環 器 学 会，２２（３）１３２８，
名 古 屋

富 松 宏 文，串 茜 敏 雄，申 澤 誠，
黒 澤博 身 （２００６，７） Ｆｏ虹ｔａｎ手 術 後 遠 隔期 に

ＴＣＰＣ ｃｏｎｙ餅ｓｉ㎝ を 行 っ た 症例 の検 討． 第４２回 目 本 小 児循 環 器 学

会，２２（３）：２４遂，名 古 屋

申 篤 八 隅、 申 澤 誠、 富川 壇 田幸 子 （２００６，
Ｊｕ１ｙ１３－１５） 胎 生後 期 鶏 胚

の 高 濃 度 エ ピネ フ リ ン負 荷 の影 響． 第４２回 目 本 小 鬼 循 環 器 学 会ヨ

ＩＩＩ・Ｐ－４６
，
４３０
，
名 古 屋

．

小 久 保 博 樹． 宮 州
・富 困 幸 子

，
相 賀 裕 美 子 （２００６，

捌 ｙ １５） 施 艇１疵θｙ１

および 施 艶２脇 弼 は心臓形成過程で心房と心室の境界決定に関与す



る。 第 ５ 回 心 臓 血 管 発 生 研 究 会，３， 名 古屋

竹 内 大二：：，高 橋 一 浩，富 松宏 文，中 西 敏 雄 （２００６，９） １６ 歳 以 降 に Ｆ◎ｎ 痂 術

を 施 行 し た 症 例 の 長 期 経 遇． 第 ５盗 回 目 本 心 臓 病 学 会 Ｊ Ｃ雛ｄｉ◎１

４８Ｓ叩ｐ１： ５８７，
鹿 児 轟

蜜 松 宏 文，申 西 敏 雄，黒 澤 博 身 （２００６，９） 成 人 期 に 再 手 衛 を 必 要 と した 先

天 性 心 疾 患 患 者 の 検 討 第５４回 目 本 心 臓 病 学 会ＪＣａ 地 ｏユ ４８Ｓｕｐｐ１：５８８，

鹿児島

池 田 亜 希，森 善樹， 當 松 宏 文，山 村 英 司，看 井 徹 子，新 岡 俊 治，黒 澤 博 身，

申 酉敏 雄 （２００６，９） 修 正 大 血 管 転 位 症 の 治 療 と 予 後． 第 ５辺 回 員 本 心 臓 病

学 会 Ｊ Ｃａｒａｉ〇五 遂８Ｓｕｐｐ１： ３４３，
鹿 児 島

（３） 出 版 物 ・ 総 説

富松宏文 （２００５）【難治性心不全 非薬物治療の最前線】 識る どの

圭 う な プロ セ ス で 難 治 性 心 不 全 に 陥 る か 先 天 性 心 疾 患． Ｈｅ航 Ｖｉｅ慨

§ （獅）：王０９４－１１００

脳ｉｙａ塞８堺ａ一τｏ㎜ｉｔａ Ｓ ａｎｄ Ｎａｋａｚａｗ８ Ｍ （２００５） Ｅａｉｔｏｒｉａ１： Ｃａｒｄｉａｃ ｎｅｕｒａ五

ｃ 燃 ｔ・ 亙篶：Ｃ肌 ｄｉｏｖａｓｃｕ１８ｒ ｄｅｖｅ１ｏｐ㎜㎝ｔ ａｎｄ ｃｏ㎎・ｎｉｔａ１ 伽ａ１ｆ破 蝸ｔｉｏｎｓ．

Ｍｏ１ｅｃ泌王ａｒ ａｎｄ ｇｅｎｅｔｉｃ 蜘ｅｃｈ８ｎｉｓ鰍ｓ．
醐 Ａ亙ｔｍａｎ， ｅ

ｔ ａ１．， ｅ
ｄｓ．，

Ｂ１ａｃ蛙猟ｅ１，

Ｆｕｔ皿むａ，
Ｎｅｗ Ｙｏｒ没， ｐｐ．

１３７－１４０．

富 松 宏 文 （２００５） 小 鬼循 環 器 そ こカミ知 り た い Ｇ＆Ａ 先 天 性 心疾 患一外 来

フォ ロー 先 天性心疾患の子 どもに対して感染性心内膜炎への注意や予

防 が 必 要 な の ば ど ん な とき で しょ う か ？ 小 児 内 科 ３７ （１２）：１６５４－１６５８

當 松 宏 文，泉 閏 直 巳 （２００６） 動 画像 に よ る 先 天 性心 疾 患 の エ コ ー 診 断 ト レ

ー ニ ン グ シス テ ム の 研 究． エ ム ・ オ ー ・ 工 一 健 康 科 学 セ ン タ ー 研 究 報 告

集 １１：６３－７雀，

８



宮 川・富 困 幸 子
，
小 久 保 簿 樹 （２００６）Ｎｏｔｃｈ シ グナ ル と 心 内 膜床 形 成． 分

子 心 血 管 病 ７（２）：５５－６３．

富 川・富田 幸子 （２００６） 心 臓 の発 生 と 先 天 性 心 疾 患、 そ して 再生 医 療 へ の

展 望． 座 談 会， 分 子 心 血 管 病７（２）：１・９

小 久 保 樽 樹， 宮 川一富 閨 幸子，
棉 賀 裕 美 子 （２００６） 心 臓 ・ 血 管 形 成 と

Ｎｏｔｃｈ シ グ ナ ル． 医 学 の あ ゆ み ２１７（１２）：１０８３・８７

宮川・富 電 幸 子 （２００６） 心臓 発 生 に 関す る 基 礎知 識． 第 ５回 心 臓 血 管 発

生 研 究 会 テ キ ス ト 恥．３
・１０．

富 川’富 田 幸 子 （２００６） 心 内 膜 床 の 形 成． 第 ５ 回 心臓 血 管 発 生 研 究 会 テ

キ ス ト 正ｐ．３９・４７、

営州 憶 閏幸子 （２００６） 刺激伝導系の発生、 第５回心臓血管発生研究会

テ キ ス ト Ｐｐ．
５９‘６５．

刺 激伝導系の発生・生理と臨床 （印刷申） メディカルビ丑一杜 （臨床心

臓発生学）

（４） 翻訳 （目本語訳）

宮 州一當 囲 幸 子 （２００６） 心 臓 病 学． 丁脆 Ｙｅ肌 ｉｎＳ鵬１１ Ａｎｉ田竈ａ１ 蜥ｅｄｉｃｉ蝸

（診 療 に 渚 か せる 論 文解 説２００５）． 長 谷 州 篤 彦 監修． ＪＥＭａｄｄｉｓ㎝，
ＭＧ

Ｐａｐｉｃｈ， ｅ
ｄｓ． ｐｐ．

２５７－２７４
．

営州一富 困 幸 子 （２００６） 心 臓 病 学． 小 動 物 鰭 床 の た め の５分 閻 コ ン サ ル

ト （第３版） 犬 と 猫 の 診 断・治 療 ガイ ド． 長 谷川 篤 彦 監修． ＬＰＴｉ１五θｙ，

ＰＷＫ Ｓ 砒 ｈ 及， ｅｄｓ． 腕 Ｈ ｉ 鮒 ｅＶｅｔｅｒｉｎ砒ｙ Ｃ㎝ｓ岨 ポ ｃａｎｉｎ． ａ湿

ｆｅｌｉｎｅ，
３「ｄ ｅｄ． ＰＰ，８

９０－１０３６．



（５） セ ミ ナ ー ・ シ ン 滞 ジ ウ ム

Ｓａｃｈｉｋｏ 蜥ｉｙａｇａｗａ－Ｔｏ翻ｉｔａ （Ｎｏｖ １７．
２００５） Ｃａ亙ｄｉｏｖａｓｃｕｌａｒ ａｎｏ醐ａ１ｉｅｓ ｉｎ

ｈｅｓｒ２ 戻ｎｏｃｋ◎皿ｔ 獅ｉｃｅ． Ａｔ Ｄｒ． Ａｎｔｏｎｉｏ Ｂａｌｄｉｎｉ，
Ｄｅｐｔ ｏｆ Ｐｅｄｉａｔｒｉｃｓ，

Ｂａｙ亙ｏｒ Ｃｏ１王ｅｇｅ ｏｆ
Ｍｅｄｉｃｉ篶ｅ，

蘭ｏａｓｔ◎ｎ，
ＴＸ
，
ＵＳＡ

Ｍｉｙ・９・ｗ・一丁㎝ｉｔ・ Ｓ （２００６，
Ｍ・ｙ １５） Ｃ 棚 ｉ・９・鵬・ｉ… ｄ Ｎ・ｔ・ｈ ・ｉｇｎ・１ｉ㎎．

胱
．
肚 ｄｅｋｏ Ｋａｓａ 廠 ａ，

Ｄｅｐｔ ｏｆ Ｐｈｙｓｉｏｌｏｇｙ ａｎｄ 施 ㏄ｔｉｏ躯ａ１ ９ｅｎｏｍｉｃｓ

ｓｅ㎜ｉむ８ｒ ｓｅｒｉｅｓ，
Ｕｎｉｖ Ｆｌｏｒｉｄａ，

Ｇａｉｎｅｓｖｉ１１ｅ，
ＦＬ
，
σＳＡ

藤 困 修 平，高 橋 一 浩，
篠 原 徳 子，山 村 英 司，富 松宏 文，石 井 徹 子， 森 善 樹，

申 西 敏 雄 （２００６
， ９月

） 成 人 に み ら れ る 先 天 性 心 疾 患 の 管 理：小 児 科 ・

内 科・外 科 の 立場 か ら 成 人 先 天 性 心疾 患 に お け る 心不 全 の 管 理． 第 ５４

回 目 本 心 臓 病 学 会 Ｊ Ｃａｒｄｉｏ１，４８ Ｓ岬ｐ１ １６雀，
鹿 児 島

（６） 紀 要報告書

富 炸 富閏 幸 子、 申篤 八 隅、
富 松 宏 文、 申 澤 誠 （２００５） 心 臓 血 管 発 生 ・

発 達 に関与する遺伝子群 の検討 ＿心外膜前駆組織由来細胞の心臓内の

動 向 と テ ネイ シ ン の役 割 一。 東 京 女 子 医科 大 学総 合 研 究 所、 ２００唾 年 度 報

告 書、 紀 要 ２５： ｐｐ５ 蝸 ５．

１０



研究成果

成獣マ ウ ス の 麻 酔 は、ａＶａｔｉｎ が よく 使 わ れ る よ う なの で 当 初、
作 成 して 使 用 し

危カミ心機 能 測 定 に は 効 果カミ不 十 分 で、 実 験 申 に 覚 醒 して しま い 測 定 不 能 に なる

こ と 淡 多 い た ぬ 醐 ｔｉｎ の 使用 は 申 止 した。 文 献 で調
べ た 結果、 心 機 能 測 定 に は

以 下 の 方 法 が 良 く 用 い ら れ、 安 定 し た 測 定 値 を 得 る こ と 淋 予 測 で き た た め、 以

下 の ２ つ の 方 法 で 実 施 した。 最 近 （２００７ 年 ４ 月 よ り） ｋｅｔａ㎜ｉｎ か 麻 薬 指 定 と な

っ た た め今 後 は、没ｅ 協ｉｎ の使 用 は 申止 して ペ ン トバ ル ビタ ー ル で安 定 した 麻 酔

を 目 指 す 予 定 で あ る。

（１） ｘｙ１ａｚｉ双ｅ （０．Ｏ０５ｍｇ／ｇｏｆｂｏｄｙ双ｅｉｇｈｔ） と 暖ｅｔａ搬ｉｎ （０．１跳ｇ／ｇｏｆｂｏｄｙ 概ｅｉｇ航）

の混合液の 腹腔内投与。

（２） ｉｓｏｆ１泌蝸狐ｅ 単 味、 ま た は ｉｓｏ打ｕ閉なｅ と 脆ｔａ㎜ｉｎ の 同 時 投 与。

（１） で は、 混 合 液 を 腹
睦 内 に 注射 する （晦ｔ Ｍｅｄ８（５）：４５９．２００２）。 こ れ ら の溶

液 は 予 め 注 射 用 蒸 留 水 （ＤＷ） で 希 釈 した。 Ｘｙ１ａｚｉ鵬 （２０㎎／狐ユ）原 液 を、 原 液 ０，１

紅（２㎎ に 相 当）と Ｄ概１．９㎜１ を混 合 しＸｙ王ａ 希 釈 液 （１㎎／１紅） と した。
Ｋｅｔａ 池 ｅ

（５０㎎／臓工）原 液 を、 原 液 Ｏ．１ ｍ五 （５ 囎 に 棉 当） と Ｄ概 Ｏ．９ 鮎 を 混 合 し Ｋｅｔａ 希 釈

液 （５ ㎎／１楓１） と した。 こ れ ら を使 用 直 前 に 準 備 した。 こ れ ら希 釈 液 は 時間 経

過 と 共 に 効 果 淡 薄 れ る こ と添 判 明 した の で、２
時間 舘 に 作成 し 直 し た。 マ ウ ス の

体 重 を 測 定 後、 体 重 １０ｇ 当 た り Ｋｅｔａ 希 釈 液 Ｏ．２ 棚１ と Ｘｙ１ａ 希 釈 液 ０，０５ ㎜１ と り

混 合 後、 す ぐ に 腹 腔 内 に 注射 した。 こ の 一 覧 表 を表 １ （１２
ぺ一 ジ） に 示 した。

この麻酔方法 では約 ３０分位の麻酔時閲となり、 鈍較的安定した麻酔を維持でき

た
。

（２） で は
、
考 案 したマ ウス キ ー パ ー （図 １３） を 用 い て ｉｓｏｆ１岨ａむｅ ガ ス を 充溝

さ ぜ た 申 に マ ウス の 麻 酔 導 入 を 実施 し、 そ の 後、 マ ウス を敢 り だ し て す ぐ に引

き 続き ｉＳＯ釘 岨ａ鵬 ガス を マ ウ ス用 で マ ス ク 吸 入 さ娃 な が ら、 電極 保 定 台 上 で保

定 し、 心 エ コ ー や 心 電 図 を 測 定 した。 こ の 麻 酔 法 は、 麻 酔 を 中 断 す る と す ぐに

覚 醒 する た め、 マ ウス にと っ て 麻 酔 の 負 担 が 軽 い と 考 完 られ る。
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表 １。
Ｋｅ施 蝸１と Ｘｙ１鋤ｉ鵬 調 整 量の 一 覧 表
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＃’
浄 功 豪 ；

鱒
ハ
粥 景 事岬 冷 め、、
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蹄 ～ 蒜

１、溜

（９１ （獺ｇ） （胴ｇ） （９） （榊 榊
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．
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（３） マウスの体重を測定後、すぐにｉ鎚搬 臓鵬 ガスを充溝さぜたマウスキ㎞パ

ー 容 器 （図 亙） に 入 れ、 麻 酔 が か かる ま でこ こ に 隔 離 した。

園 及 考 案 し淀 マ 咳ス キ 曲 パ 邑

このマウスギ㎞パーは市販のタ ッパウェア ｒ⑪⑪⑪湿 用の容器を利用して側

薗の上端と下 端こチ皿一ブを接続できるように三方活栓をとりつけ危。

こ の 申 に 予 め 気 化 さ 菅 た主艶 臨 鰯 鵬 ガス を 充 溝 さ ぜ て。マ ウス を 一 次 隔 離 す る。

マ ウスカ§容 器の底で 麻酔導入 した頃、 マウスを敢りだして電極保定板に保定す

る。 常 に 注 意 す る こ と は で き る だ け 体 温保 持 の た め の 保 温 で あ るむ

翌３



実際にマウスをマウスキーパーで麻酔導入後元 容器から敢りだしたマウスに

マ ウ ス 周 マス ク で 圭ｓ◎臨 臓 鵬 ガス を 籔 入 さ ぜな 淡 ら 保 定 台 に 保 定 す る。 保 定 台

へ の 保 定 は 殊科 周 テ ー プ で四 肢 を 固 定 し 危。

園 留、 考案 しだ 初代電 極保 定板匡廉 酔馬 常呉ク を装着 し淀亨

咳ス を 保 定、

マウス用マスクを装着したマウスを、考案し淀初期電極保定板に保定した（自

矢 印）。 初期 電極 保 定板 は鍋 板 を と り つ け て あ る。 マ ウ ス を 電 極 板 に 保 定後黒 直

ち に 心 電 図 を 測 定 した。 こ の 時 点 で は、 ア ナ ロ グ 式 の
添リ グラ フ （左 端、 青 色

の機械） を用いて心電 図馬 紙で心電図をアナログ潮定後、 すぐにスイッチを切

り 替 完て。 テ
ー ブ ル 土 に あ る コ ン ピュ ータ デ ジタ ル で 心 電 図 を 測 定 した。
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園 轟
，
マ ウス周血厘灘定籍と新帽の電極繰定板

（Ａｌ）

小動物用イ ソフル レン麻酔器

（手前に 紬 舳鰯鵬 液の入っ

た注射器を装着） とミζコンプ

レ ヅ サ ｝ （オ レ ン ジ 色）。 ミ ニ

コ ン プ レ ッ サ ー で 空 気 を 送 り、

麻酔 器 に と り っ け たイ ソ フル

レ ン液 を 気 化 す る。 下 は 崖側 添

新 しい 電極 保 定 板と 右 側が 古

い 電 極 保 定 板。

（毘）

習ｃ と連動したマウス用血圧

測 定器。 右 手 奥 に （盗） のセ ッ

トが 屍 完 る。

（Ｃ）

マ ウス 用 血 圧 濁 定 器。

太 い 昭 筒 形 容 器 に マ ウス を 入

れ て 保 温す る。

丸 いリ ン グ に マ ウ ス の尾 を 挿

入 す る。 マ ウ スカ
ミ十 分 に 落 ち 着

い て か ら 血 圧 を 測 定す る。 こ の

場 合 は， ほ と ん ど無 麻 酔 のマ ウ

ス 血 圧 を 測 定 す る。

掩
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図 堪囲 碧 枚 の 考 案 電 穣 保 定 板 組夢跡 当 小 動 物 用イ ソ

フ ル レン 蕨 酔 籍 ㈹ と ミ ζ 凄 ン プ レ 労 サ 舳 ゆ）

電極板を２種類作成した。 鍋板をとりっけた初期の電極板 （波） は、 基線をチヱ

ヅク した と こ ろ 大き なノ イ ズ を 拾っ て しま っ た （図 ㈲ 。 こ れ で は 徴弱 な 建 波

を と ら 完 る こ と は でき な い。 しか し、 銀 電 極 板 を と り つ け て 改 良 （葛） した と こ

ろ基線はほぼ平坦と なっ た （図 馳）。
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圏 騒 圃 薪隅電極繰定擬で⑳ノイ ズ⑳批較

（Ａ） 鋼 電 極 板 で と っ た 基 線自

紬 かい ノ イ ズが み ら れ民 微

弱 な浸 波 が判 定 でき な い。

（葛） 銅 電極 板で測定 した

基線
。 ほ と ん

ど平 坦 な基 線

の た め、 微 弱 な 聾 波 那 判

定 で き る。

盤





図 ７． マ ウ ス 心 電 図 の 比 較

（榊）
貫２■榊 細
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０ １Ｑ 螂 的 柵 節 鋤 苅 ヨ０

（鵬）

初 期 の 鍋 電 極

板 で 測 定 し た

心電図。 微弱 な

Ｐ 波カミ不 明 で

あ る
。
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銀電極板で測 定 し

た心電図。 微弱な
Ｒ

波 を明確 にと らえ

る こ と が でき た。 こ

の Ｐ 波は ２ 峰性で

あ る こ とカミ判 明 し

た
。
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園 轟咀 生 後 騒 目 ⑳ べ ば出 亨 咳ス ⑳ 保 定を 心 孟 買 曲灘 定

生後 ５ 冒のベ ビーマ ウス の心エコ ーを測 定する必要添 でた ため。
マウスの保定法 を考案 した。

樹 料：や や 園 め の ウ レタ ン 素 材 （厚 さ 五ｃ鰯）、２亙Ｇ 淫射 針、 タ ン グス

テ ンワイ ヤー （電極）刊 やや広めの ゴムバ ン 汽兎 縦長にカ ットしだサ

ラ ンラ ヅ プ丸 両 面テ ー プ。

５ 竃菌マ敷スベビー⑳工鶉一像をあるた鎗⑳準傭
榊 鵡⑬㈱ 糊⑩ 総鮭，ぼデオ テ帥 プ準傭偉

聡
囲織

乏 禍 濫麟 針を利 搦 して費 ン焚黒矛 ンワイ ヤーを 臼 レ夢ン樹ぼ通賛藺
ぎ盗バ ン 牒を 準備曾る

２
，

縦 長 に 釣 ツ 除 し た 捗 茅 ン 書 ツ プを ２ つ 踊 慧 し て、 繭 繭 テ ー プ を は る。

３
画

マ敷ス を象 ングス チンワイ ヤーと 葺ム バン 縛でも 裸定 省ほ騒建 し。 電極 を

喧 ツ 除貧る邊 ぞ⑳ 後、 爾繭 矛一 プ材養 ⑳捗茅 ン 茅ツ プで事題⑳ 電極を 保 護ずる邊

碍
圃

あ ら跡 じめ温 めた喧り 一をつ けて詩灘騎 始、

刎





蘭 及 ⑭超 成 鶏 マ 咳ス ⑳ 冠 動 賑 墨 買 ㎏ 線

歪常 とメ ル トリ ン揮 ノ ック ア ウ トマ ウス の 冠 動 脈 ドプ ラ 帖 エ コ ｝ 像。

（Ａ） 歪常マウス のカラ㎞ ドプラー像。 申隔枝（９③の血流シグナルが赤色で描出

さ れ て い る。 申 央 に パ ルス ドプラ ー の サ ン プル 添イ ン トを示 す。 （葛） 歪 常 申 隔

枝血流のパルス ドプラー像。 拡張期棉の下向き煩行性血流を認ぬる （矢頭）。 最

高血流速度 蜘 鰯プ蹴。 （ｃ） メルトリンβノヅクアウトマウスの申隔枝カラー

ドプラー像。 申隔枝 （赤色） は正常と批べ拡張している。 申央にパルス ドプラ

ー の サ ン プ ル ポイ ン ト を示 す。 （秘） メ ル トリ ン βノ ッ ク ア ウ トマ ウ ス の 申 隔 枝

パルス ドプラー像。 拡 張瑚棉の下向き隈行性血流 （矢頭） と収縮期相に逆流す

る異常血流を認める （矢 剛。 煩行性血流の景高血流遠度は 掩⑬髄／蹴 に如速し

て い る。

雅



鐵 且Ｌ 生 後 騒 爵 の ベ ビ畠 マ ウ ス の 心 猛 買 曲 鑑

敏） 左室短軸断層像。 申央の線は 斑 モー ドのサンプルライ ンを示す。（蕊） 四

腔断層カラ㎞ ドプラー像。 左室 （ 服）、 右室 （昆Ｖ） 流入血 （赤色） カ洞 時に

描出されている。 （③ 左短軸カラー ドプラー像。 左室流入血、 宥室流入血を赤

色で撞出している。 申央のサンプル淋イントで左室流入パルス ドヅプラ帖を実

施 した。 ⑫） 左室 班 モー ド像。 矢印は左室拡張末期径 ⑰瞳） と左室収縮末期

径 ⑪§） を 示 す。 恐 左 室 流 入 パ ル ス ドヅ プ ラ ー 像。 急 遠 流 入 血 流 （亙） と，乙涙

収縮 血流 （Ａ） の二 峰陸の波からなる。 亙蝸。心室申隔；ＬＡヨ左心房 １砥硬凧 左

室 後 壁 ； 踏，
看 心房，

泌



園 五 留睡 舶 艀身ノ ヅ ク ア 寅 除成 獣 常 ウス の 心 渓 買 出 像

ム 葛 ゆ、
亙 は 如 舷留ノ ッ ク ア ウ トホモ 成 獣 マ ウス。 ｃヨ

買 は ヘ テ ロ 成 獣 マ ウス。

（政） 左 室長 軸カ ラー ドップラー像。 大動脈弁逆流菰流が青色で描出される （矢

印）。 （昼） 左室流出路パルス ドップラー像。 収縮期の上向き煩行性血流と拡張

期の下向き逆流性塩流 （矢印） を認める。 （ｃ） 歪常左室流出路パルス ドヅプラ
㎞像。 拡張期の逆流性血流は認められない。 ⑰） 大動脈基部短輸カラー ドップ

ラー像。 肺動脈血流淡弁通遇直後からモザイク状に加遠している。 （彊） 蹄動脈

弁部の違続波ドップラー像。 最高流遠 滋 紬ｃの加速した賄動脈血流を認める。
鼠正常蹄動脈パルス ドップラ㎞像。 最高肺動脈菰流遠は 馳 搬／蹴 である。

細 大動脈； 蛙享左房； 蝋 左室； 班 踏ヨ 主肺動脈… 脇 職玉鵬。 蹄動脈弁；

昆息
ヨ
右 房 ； 鼠ｙ 宥 室

雅




